
令
妓
帥
吋
』
と
あ
る
。
文
賢
一
止
十
四
年
入
且
十
六
日

川
利
家
の
印
刊
に
山
川
町
聞
を
大
呑
北
開
円
姓
中
と
す

も
の
は
、
大
存
化

H
に
到
し
て
大
呑
市
陀
も
あ
っ

ぽ
桜
一に
あ
る
。
後
刊
大
在
郷
の
う
ち
に
貼
三
郷
内

巾
山
岡
加
の
あ
る
は
北
陀
の
治
で
、
そ
の
他
は
市
此

白
ら
・3
0

r
q

ホ
ノ
ミ
ゴ
ウ
大
呑
郷
臨
防
柑
に
幽
す
る
。

叫
川
代
に
於
い
て
は
路
加
・山
崎
・花
川
・京
都
・
大

工
限
を
好
み
、
叔
火
大
幸
治
方
法
ひ
問
問
川
玄
位
を
附

一
泊
・地
附
・佐
々
披
・庖
・
江
泊
・大
野
木
の
十
ヶ
村
を
含

と
し
た

o
m鞄
川
和
七
年
家
を
総
宮
、
政
川
八
十
討

一
ん
で
ゐ
た
。
こ
の
内
、
路
・
江
泊
・
大
野
木
を
加
賀
」
械

を
領
し
、
安
永
九
年
掃
小
川
前
川
利
物
の
時
淵
お
務
行

一
で
は
出
三
都
内
崎
中
山
郷
と
も
い
う
た
。

と
な
b
、
天
川
凶
年
近
間
耐
・持
向
山
川
に
料
じ
、
利
考

一

オ
ホ
J
Z
シ
ョ
ウ
大
呑
庄

臨
舟
仰
に
あ
っ
た
。

に
京
り
て
別
人
と
な
り
、
後
に
山
内
組
刷
に
地
ん
だ
。

一
永
久
三
年
往
誕
の
能
背
凶
川
敏
同
録
に
、
『
大
容
瓶
、

文
化
六
年
正
月
致
仕
の
後
白
山
を
以
て
h
q
H

と
し
、
十

一
三
拾
九
州
二
段
、
建
久
八
年
寸
一
努
伏
』
と
見
え
る
。

三
年
十

一
且
イ
一
日
七
イ
丸
山
両
を
以
て
制
限
し
た
Q

一

オ
ホ

J
Z
ナ
ト
ノ
ジ
ン
ジ
ヤ
大
野
湊
神
社

石

オ
ホ
J
Z
ジ

大

野
尼
寺

本
側
仙
品
川
仰
の
俳
絞

一
川
抑
寺
中
に
鎮
座
し
、
制
取
引
般
に
川
崎
す
る
加
れ
郡
大

寺
山
間
悲
泌
良
併
に
、
司
民
父
以
呉
川
利
一
作
山
川
駅
。
仔

一
一町
制
印
刷
枇
で
あ
る
。
式
内
部
苛
山
由
枇
紀
に
、
『
大
山
町
務
跡

純
一
一
大
悲
仙
問
。
自
製
=
皆
川
耐
附
。
-H
n
訪
れ
州
大
山
町
尼
寺
d

一
円
柱
。
式
内
一
座
。
大
山
副
作
山
宮
腹
村
銀
座
。
祭
制
猿
問

一
日
寺
火
o
-山
保
Y

ナ
刷
出
。
泌
組
放
M

問。
』
と
制
比
え
る
。

一
法
制
。
一
一
白
川
同
一
E
。
幻
自
以
来
。

加
白
川
大
野
郷
前
市
議

大
野
尼
苛
は
行
川
山
大
野
村

に
あ
っ
た
の
で
あ
ら

一
佐
民
N
M
乍
林
銀
座
υ
般
抑
制
ヨ
佐
民
M
M
明
制
。
今
縦
一
宮
=

ぅ。

一
佐
川
山
武
川
柳
，
巾
市
移
-純
一
寸
今
枇
地
d

加
界

az布

一
川
市
内
-也。
』
と
犯
す
る
。
市
町

L
m枇
地
は
大
野
川

一
の
約
川
口
左
岸
に
在
っ
た
と
忠
は
れ
る
が
、
建
長
の

一
…
山
小
山
絞
に
付
さ
る
h

を
以
て
、
之
を
寺
巾
村
な
る
八

一
的
以
び
耐
則
自
の
境
内
に
移
し
た
の
で
あ
る
と
い

一
ふ
。
今

二
枇
制
帆
び
、
入
怖
を
中
央
と
し
、
佐
郷
武

一
九
判
明
を
左
右
に
す
る
も
の
は
こ
の
岡
山
川り
で
あ
る
。
枇

一
司
同
袋
、
布
脳
氏
及
び
河
附
氏
で
、
布
脳
氏
は
入
郎
・

一
一岬
川
の
泊
副
司
C
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
長
卒
中
に

一
断
絶
し
た
。
前
川
枇
は
こ
の
地
が
日
永
御
厨
と
相
制
し

て
、
伊
勢
榊
自
の
所
舗
で
あ
っ
た
際
抑
制
し
た
・
も
の

で
あ
る
。
佐
官
抗
刷
に
は
、
加
{
白
寺
・闘
閉
山
寺
・山u
閉山

寺
・住
那
武
寺
・
一止
限
切
等
三
十
六
坊
が
あ
っ
た
が
、

オ
ホ
ノ
ヒ
サ
生
ダ
大
野
向
忠
泊
刊
刑
罰
十
郎
・助

布
術
門

・
川いお
街
川
o

H
J
1

保
六
相
指
ハ
久
仰い右
衛
門
の

辿
知
八
十
十円
を
m
u
F
、
元
文
一一一
年
削
川
町円
佑
の
位
以

預
玄
院
附
御
川
人
と
な
り
、
山H
M
m
凶
作
五
十
討
を
加

へ
、
明
和
六
年
九
月
七
イ
七
保
守
AU
て
残
し
た
。

オ
ホ
ノ
ベ
ン
キ
チ
大
野
排
吉

J
ナ
カ
ム
ラ
ヤ

ベ
Y
キ
チ
巾
村
川
町
拙
押
す
h
o

オ
ホ
ノ
ミ
キ
h
F
J
シ
ョ

ウ

大

呑
北
庄

山
出
品
川

に
凶
し
た
0

・氷
d
イ
一
年
十
二

M
H六
日
一
一
一
定
伊
れ

守
統
制
・
隠
岐
以
前
守
佼
M

民
地
判
献
の
狗
加
に
大
呑

北
阪
御
同
姓
中
と
し
、
天
正
八
年
正
月
十
八
日
H
N
辿

加
の
小
林
阿
川
肋
に
し
処
へ
た
'
知
行
献
に
も

『
大
容
北

オ
ホ

閥
邑
の
比
書
〈
断
絶
し
た
と
惇
へ
る
。
童
揮
卯
辰
提

言
宗
民
型
防
も
、
古
へ
は
位
那
武
の
駐
附
で
あ
っ
た

と
京
阪
自
に
山
崎
せ
て
知
る
。
前
山
氏
以
後
は
利
家
の

m
F大
正
十
四
年
正
月
に
制
問
を
山
市
躍
し
、
同
年
五
月

に
は
制
札
を
奥
へ
、
刺
長
の
聞
出
張
九
年
に
社
殿
修
理

の
こ
と
が
あ
り
、
挺
に
刺
市
の
箆
永
十
六
年
に
佐
那

武
大
明
制
批
・跡
明
枇
・八
幡
匙
及
び
ニ
ケ
所
の
鳥
居

な
ど
を
も
刊
訟
の
こ
と
が
あ
っ
た
。
到
に
存
す
る
位

殿
は
印
ち
こ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。
常
枇
の
跡
事
能

は
寺
中
の
能
と
お
せ
ら
れ
て
、
最
も
有
名
な
る
も
の

で
あ
っ
た
。
」
ジ
チ
ユ
ウ
ノ
ノ
ウ
寺
中
の
能
。

オ
ホ
ノ
ミ
ノ
タ
キ
大
呑
の
滞

臨
時
榔
山
尚
の

奥
山
に
あ
る
襟
流
に
懸
る
襖
布
。

オ
ホ

J
Z
Z
ナ
Z
ノ
シ
ョ
ウ
大
呑
南
庄

J
オ

ホ
ノ
ミ
キ
タ
ノ

Y

ヨ
ウ
大
呑
拾
庄
。

オ
ホ
ノ
ワ
h
F
シ

大

野
渡
石
川
郡
大
野
川
に
あ

っ
た
。
戦
終
担
に
、

『
か
ど
の
凶
宮
腰
に
出
で
、
大
野

の
渡
り
し
絵
ひ
て
、
あ
を
が
附
の
栴
を
こ
え
て
一
エ

々
。
』
と
見
え
る
。

オ
ホ
バ

大
場
河
北
部
引
上
庄
に
附
加
す
る
閉
山
世
間
。

郡
平
山
町
H

割
程
詳
永
二
年
に
、『
加
到
凶
井
家
・卸
嬬
多
・

荒
引
・閑
野
・竹
総
・
大
陸
・
ぬ
削
・
諜
木
ま
で
辿
り
た

り
0
』
と
見
え
、
天
正
十
四
年
正
且
前
悶
利
家
の
印
嘗

オ
ホ
ハ
シ
チ
ユ
ウ
ベ
エ
大
橋
忠
兵
衛
天
町
十

祭
神
舟
枇
佳
子
村
付
に
も
大
陸
村
が
あ
る
o
大
砲
村
五
年
前
川
利
H
N
に
仕
へ
、
こ
ん
円
五
十
討
を
卸
し
た
。

は

大

お

村

で

あ

る

。

子

孫

相

綴

い

で

静

に

日

へ
る。

オ
ホ
バ
大
庭

l
v
オ

ホ

バ

大
刻
。

オ
ホ
ハ
シ
ツ
ネ
ナ
リ
文
時
京
市
成

泊
抑
制
父
兵
術
・

オ
ホ
バ
コ
大
箱

闘
車
必
中
川
川
町
剛
却
に
関
す
る
九
州
出
兵
衛
。
初
め
抽
出
川
町
長
政
に
仕
へ
て
=
一

f
一
出
刊
行

郎
世
間
。
能
官
名
跡
芯
に
、
『
大
箱
村
近
L
o
此
村
に
笠
を
節
し
た
が
、
政
人
と
な
っ
て
腿
M
N
削
年
前
川
利
口町

田
訂
作
と
い
ふ
に
、
さ
な
が
ら
糸
に
似
た
る
山
口
あ
り
。
に
出

m
L、
千
石
を
栄
け
、
足
料
山
川
に
任
じ
、
近
年

見

物

な

り

。

』

と

あ

る

。

の

役

に

小

術

駄

奉

行

を

勤

め
、
功
に
よ
っ
て
三
引
制

オ
ホ
ハ
シ
大
橋

腿
岳
部
矢
凶
の
内
下
森
の
小

-
を
加
へ
た
。
阿
世
日
投
十
七
年
二
月
夜
。

字

。

一

オ
ホ
ハ
シ
ツ
ネ
ナ
リ
大
橋
恒
成
泌
抑
制
又
共
術
。

オ
ホ
ハ
シ
イ
チ
エ
モ
ン

九
郎

一
長
成
の
次
子
。
父
の
波
後
そ
の
椴
千
石
を
受
け
、

m

大
橋
市
右
衛
門

兵
面
市
成
町
三
男
。
究
の
現
置
品
目
百
五
十
石
の
配
分

-

を
受
け
、
前
凶
利
市
に
仕
へ
て
近
侍
と
な
っ
た
。

三

市
右
街
門
的
必
遇
、
頗
る
公
の四日
に
旭
ひ
、
遂
に
三

千
六
円
「
刊
を
焚
け
る
に
示
。
、
正
保
二
年
八
月
製
し

た。
オ
ホ
ハ
シ
カ
リ
大
橋
可
理

金
制
仰
の
制
入
。
泊

朝
併
を
新
之
一品
一
と
い
う
た
。
寛
永
十
抗
年
の
奥
山
を
有

す
る
凶
武
が
凶
筑
抜
、
川
人
は
同
年
の
序
を
有
す
る
前

納
の
毛
吹
草
に
そ
の
名
を
列
し
て
ゐ
る
か
ら
、
口
悠

の
門
振
で
、
加
能
側
引
の
草
分
た
る
地
似
を
出
め
る

も
の
で
あ
ら
う
。

可
塑
の
訓
刷
新
左
術
門
は
初
め
上
杉

氏
に
仕
へ
た
が
、
後
本
多
安
房
守
政
訴
に
耐
用
仕
し
、

融
一
内
行
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

オ
ホ

ハ
シ
生
ク
ジ
ヨ
ウ

大
搭
卓
丈

全
部
の
仰

入
。
名
は
和
俊
、
伎
に
ー
μ
と
殴
め
た
。
滞
の
御
坊
主

で
あ
っ
た
が
、
消
鮮
に
よ
っ
て
絡
め
ら
れ
、
一尽
に
k

っ
て
栴
室
の
門
に
入
り
、
訟
に
同
門
伊
勢
の
人
十
丈

(
初
め
天
然
〉
の
後
を
繍
ぎ
て
イ
女
川
と
い
ひ
、
加
茂

川
十
丈
と
も
黙
し
、
時
間
限

・
川川
花
牢
愉
踏
と
も
刷
出

し
た
。
後
金
仰
に
郎
り
.m
出
肥
川
年
十

一
旦
四
日
四
日
。

そ
の
平
年
を
訂
」
t
凶
と
す
る
も
の
に
は
脱
が
あ
る
と

加
能
俳
論
史
に
犯
し
て
ゐ
る
。

一一一一一一


